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ASEAN大使通信 

第 17回 日 ASEAN協力分野の明確化 

 

2024年（令和６年）４月 30日 

 

 

カオ・キムホン ASEAN事務総長とのワーキングランチ 

（2024年４月 17日、ASEAN事務局提供） 

 

約１か月のラマダン（断食月）とその直後のレバラン休暇が終わり、市内の活気

が戻ってきました。仕事の内容も、日 ASEAN友好協力 50周年直後の一連の行

事が終わり、具体的な実施とフォローアップに移行しています。 

 

50周年の総括として、月刊インドネシア４月号に『日本 ASEAN友好協力 50周

年のビジョン実現に向けて』、じゃかるた新聞４月 25日版に『「信頼」で「共創」

する未来へ』と題して、それぞれ寄稿しました。これからの課題は、昨年 12月

の特別首脳会議で採択された実施計画の着実なフォローアップを通じて、幅広

い関係機関による取組と新たなパートナーとの連携の推進につなげることです。 

 

そのための鍵となるのは、130項目にわたる実施計画の項目を整理し、日ASEAN

協力分野を明確化することだと感じています。今回の ASEAN大使通信では、今

月の新たな動向や取組についてご報告するとともに、日 ASEAN 協力分野の明

確化の重要性について、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100657577.pdf
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100657577.pdf
https://www.jakartashimbun.com/free/detail/66279.html
https://www.jakartashimbun.com/free/detail/66279.html
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「東南アジアの現状 2024年」抜粋（2024年４月２日） 

 

●ASEAN意識調査 

 

４月２日、シンガポールのシンクタンク ISEASユソフ・イシャク研究所 ASEAN

研究センターは、ASEAN の意識調査「東南アジアの現状 2024 年」を発表し、

日本でも広く報道されました（NHK、日経、朝日、共同等）。この調査は 2019年

以来毎年実施されていて、ＡＳＥＡＮ10 か国の研究者、ビジネス関係者、市民

社会・メディア関係者、各国政府・国際機関関係者約２千人を対象に実施された

ものです。私もジャカルタから発表ウェビナーに参加して耳を傾けました。 

 

この調査は幅広い論点を取り上げていますが、日本に関しては信頼（Trust）が

不信（Distrust）を大きく上回って主要国中第１位となり、更に昨年より本年が

改善していました。日本の東南アジア地域に敬意を払う思慮深い低姿勢のアプ

ローチと、50 周年首脳会議でのビジョンを「共創」しようとの地域のパートナ

ーへの呼びかけは大変良かった（well played）、との分析を嬉しく思いました。 

 

また、日本の外務省が本年３月に発表した ASEANの対日世論調査でも、日本に

対する信頼や日本の世界平和・経済に対する貢献について、高く評価されている

との結果が出ています。このような日本に対する高評価は、決して当然視するこ

となく、弛まぬ努力を通じてこの資産を維持・拡充することが必要だと思います。 

https://www.iseas.edu.sg/wp-content/uploads/2024/03/The-State-of-SEA-2024.pdf
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240403/k10014411111000.html
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO79742550S4A400C2FFJ000/
https://www.asahi.com/articles/ASS43127VS43UHBI01RM.html
https://www.tokyo-np.co.jp/article/318843
https://www.iseas.edu.sg/media/event-highlights/e-launch-and-discussion-of-the-state-of-southeast-asia-2024-survey-report-2/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100635542.pdf
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エカパープ ASEAN事務次長（社会文化共同体担当）とのワーキングディナー 

（2024年４月 18日） 

 

●協力具体化に向けての一連の協議 

 

４月５日、日 ASEAN 合同協力委員会（ASEAN-Japan Joint Cooperation 

Committee / AJJCC）の作業部会（WG）会合が開催されました。これは、昨年

12 月の日 ASEAN 友好協力 50 周年特別首脳会議を受けて、具体的なフォロー

アップをするための最初の協議です。６月 10 日に大使級で開催予定の AJJCC

に向けて、当面の課題と具体的な段取りを話し合いました。 

 

そして、レバラン休暇後の４月 17日、カオ・キムホン ASEAN事務総長を公邸

に招いてワーキングランチを開催しました。今後のフォローアップに際しての

留意点を伺うとともに、５月上旬に日本が OECD 加盟 60 周年に際して議長国

を務める OECD 閣僚理事会への同事務総長の出席や、５月下旬の訪日に向けて

の打ち合わせを行いました。 

 

翌 18日には、エカパープ ASEAN事務次長（社会文化共同体担当）を公邸での

ワーキングディナーに招き、保健・防災・文化交流をはじめとする日 ASEAN協

力の具体化について話し合いました。 

https://asean.org/secretary-general-of-asean-attends-luncheon-hosted-by-ambassador-of-japan-to-asean/


4 

 

 

アスタナ ASEAN事務次長（政治安全保障共同体担当）との協議 

（2024年４月 22日、ASEAN事務局提供） 

 

翌週の４月 22 日には、ASEAN 本部でアスタナ ASEAN 事務次長（政治安全保

障共同体担当）と協議を行いました。アスタナ事務次長はマレーシアの外交官出

身で、本年２月の着任後、初めての長時間にわたる協議でした。日 ASEAN協力

の実施計画をフォローアップするための段取りのみならず、ASEAN主導の地域

協力枠組みをインド太平洋と世界の平和と繁栄のためにどのように活用してい

くべきか、率直な意見交換を行うことができました。 

 

それに先立って、３月 13日にはナラリャ ASEAN事務次長（官房担当）を公邸

での歓迎夕食会に招き、３月 28日にはシン ASEAN事務次長（経済共同体担当）

からワーキングランチに招かれて、それぞれの担当分野について日 ASEAN50周

年の各種イニシアティブをどのように具体化していくか、踏み込んだ意見交換

を行いました。 

 

ASEAN は 10 か国からなる地域機関ですが、長年の協力の積み重ねにより制度

化が進んでいるので、このような事務局幹部との協議を通じてお互いの立場を

すりあわせ、効率的・効果的に協力を進められると感じました。 

https://asean.org/deputy-secretary-general-of-asean-meets-with-ambassador-of-japan-to-asean/
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日 ASEAN協力 43分野一覧表（2024年４月作成） 

 

●日 ASEAN協力分野の明確化 

 

特別首脳会議が終わった今、当面の課題は、実施計画を効果的にフォローアップ

し、成果を広く理解してもらうための枠組みづくりです。その鍵は、130項目に

わたる実施計画の項目を整理し、日 ASEAN協力分野を明確化することです。 

 

今回、共同ビジョン・ステートメントの３つの柱のもと、実施計画の 130 項目

を、課題や担当省庁・機関毎にまとめ、43分野に整理しました（上図）。これで、

日 ASEAN協力分野の全体像が一覧できるようになりました。今後、各分野での

協力の進展は、担当省庁・機関毎の取組を見れば簡単にフォローできます。この

ような整理と「見える化」は、実施が始まる今だからこそできることです。 

 

今回、日 ASEAN双方の関係者の理解を得て、このように日 ASEAN協力分野の

明確化ができたことは本当に良かったと思っています。これからは、分野毎の具

体的な協力案件の形成と発展、そして新たなパートナーとの連携の推進に向け

て努力していきたいと思います。引き続きご協力いただければ幸いです。 

 

ASEAN代表部大使 

紀谷昌彦 


